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概要 
 

本研究では、労働形態、所属している組織属性や、個人属性などの

違いによって、労働者自身の情報セキュリティおよび情報セキュリテ

ィ対策への意識が異なるか否かを調べることを目的とし、そのために

ノンパラメトリックな手法に基づく分散分析をおこなっている。その

結果、概して、労働形態や組織属性、個人属性によって情報セキュリ

ティ意識に差異が確認された。そして、これらの結果を踏まえて、企

業の効率的な情報セキュリティ対策につながるモチベーションをもた

せる企業システム（権限移譲、ストックオプションなど）の導入・充

実や情報セキュリティ教育の充実の必要性を主張している。 
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